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創
立
記
念
行
事

　

一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
十
月
八
日
、
本
学
の
創
立
八
十
周

年
を
祝
う
記
念
式
典
が
駿
河
台
校
舎
大
講
堂
（
三
号
館
）
に
お
い

て
挙
行
さ
れ
た
。
式
典
と
前
後
し
て
記
念
体
育
祭
・
学
術
講
演

会
・
音
楽
会
・
記
念
映
画
「
青
春
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」
上
映
会
等
が

開
催
さ
れ
、
記
念
論
文
集
も
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
理
工
学
部

校
舎
を
は
じ
め
と
し
て
駿
河
台
校
舎
四
・
五
号
館
建
設
等
の
施
設

拡
張
も
進
め
ら
れ
、
記
念
事
業
の
総
予
算
額
は
五
一
億
円
余
に
の

ぼ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
記
念
事
業
は
、
六
一
年
二
月
設
置
の
創
立
八
十
周
年

記
念
事
業
委
員
会
を
中
心
と
し
て
計
画
さ
れ
、
同
年
五
月
の
『
中

央
大
学
学
報
』
に
大
綱
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

記
念
事
業
の
内
容
は
、「
工
学
部
校
舎
の
新
設
」
以
下
五
項
目
の

施
設
拡
充
と
「
記
念
出
版
」
と
な
っ
て
い
る
。「
記
念
出
版
」
の

目
的
は
、「
本
学
の
歴
史
と
そ
の
発
展
状
況
を
知
る
と
と
も
に
将

来
に
こ
れ
を
残
し
、
さ
ら
に
百
年
の
大
計
の
資
料
に
す
る
」
た
め

と
さ
れ
、
か
つ
て
『
中
央
大
学
七
十
年
史
』
の
編
纂
に
関
わ
っ
た

経
験
を
持
つ
大
久
保
次
夫
総
務
課
係
長
が
年
史
編
纂
担
当
の
参
与

に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。
実
現
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
創
立
八
十

周
年
記
念
事
業
に
は
、
当
初
か
ら
『
中
央
大
学
八
十
年
史
』
の
出

版
計
画
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
記
念
出
版
事
業
は
、
緊
急
度
等
の
理
由
に
よ
り
施
設
拡
充

事
業
が
急
が
れ
た
た
め
、
六
四
年
か
ら
着
手
さ
れ
る
。
同
年
一
月

開
催
の
第
三
回
記
念
事
業
委
員
会
に
お
い
て
、
記
念
映
画
製
作
・

記
念
出
版
・
記
念
式
典
の
実
施
が
同
委
員
会
小
委
員
会
に
一
任
さ

れ
る
と
、
翌
月
に
は
二
三
名
の
新
小
委
員
が
任
命
さ
れ
、
第
一
回

小
委
員
会
が
開
か
れ
た
。

　

小
委
員
会
は
、
式
典
・
映
画
・
出
版
の
三
分
科
委
員
会
に
分
け

ら
れ
、『
八
十
年
史
』
編
纂
と
記
念
論
文
集
を
担
当
す
る
出
版
分

科
委
員
長
に
は
法
学
部
の
橋
本
公き
み

亘の
ぶ

教
授
が
就
任
し
た
。
さ
ら

に
、
六
月
に
は
中
央
大
学
八
十
年
史
編
修
所
も
開
設
さ
れ
、
法
学

部
矢
田
一
男
教
授
を
編
修
長
と
す
る
編
纂
体
制
も
整
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
八
十
年
史
編
修
所
開
設
の
翌
七
月
十
七
日
、
出
版

分
科
委
員
会
は
「
八
十
年
史
編
修
の
中
止
に
関
す
る
件
報
告
」
を

記
念
事
業
委
員
会
に
上
申
し
、
編
纂
の
中
止
と
そ
の
理
由
を
述
べ

て
い
る
。
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
記
念
事
業
委
員
会
は
「
七
十
年
史

を
圧
縮
し
、
こ
れ
に
そ
の
後
の
十
年
史
を
加
え
る
」
こ
と
を
八
十

年
史
編
纂
の
基
本
方
針
と
す
る
よ
う
出
版
分
科
委
員
会
に
求
め
た

が
、こ
れ
は
次
の
三
つ
の
理
由
か
ら
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

第
一
は
、
依
拠
す
べ
き
『
七
十
年
史
』
自
体
に
不
備
欠
陥
が
少

な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
「
本
学
の
歴
史
を
更
に
誤
っ
て
後
世
に
伝
え

る
お
そ
れ
が
多
い
」
点
、
第
二
は
、『
七
十
年
史
』
編
纂
当
時
の

貴
重
な
資
料
が
す
で
に
散
逸
し
て
い
る
点
、
第
三
は
、「
正
確
な

八
十
年
史
」
編
纂
に
必
要
な
準
備
期
間
・
人
員
・
予
算
等
が
不
十

分
な
点
、
の
三
点
で
あ
る
。

　

こ
の
意
見
が
、
大
学
の
年
史
は
「
正
確
な
」
事
実
に
も
と
づ
い

て
編
纂
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
報
告
書

は
「
将
来
、
九
十
年
史
な
い
し
百
年
史
を
刊
行
す
る
た
め
の
恒
常

的
な
機
関
を
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
こ
の
際
要
請
す
る
し
だ
い
で
あ

る
」
と
の
提
起
を
も
っ
て
、
資
料
収
集
と
保
存
の
必
要
性
を
強
調

し
た
の
で
あ
る
。

　

出
版
分
科
委
員
会
の
報
告
を
受
け
て
、『
中
央
大
学
八
十
年
史
』

編
纂
は
中
止
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
は
、
既
刊
の
年
史
を
圧
縮
す
る

と
い
う
安
易
な
方
法
を
否
定
し
、「
記
念
式
典
の
お
土
産
」
的
な

年
史
を
あ
え
て
編
纂
し
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
一
つ
の
英

断
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
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『
中
央
大
学
八
十
年
史
』
編
纂
の
中
止

『八十年史』編纂中止の報告書


